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院⾧挨拶

環境変化、地域の要望にマッチ
した最適な医療を

阿蘇医療センターの運営につきましては、関係各機

関の皆様には日頃から格別のご支援ご協力を賜り、心

より御礼申し上げます。

近年、医療を取り巻く環境は、人口構造の変化、診

療報酬とインフレ経済の不均衡、医療と介護の複合的

な需要増、人件費増と人材確保難、諸経費の増加など、

様々な課題に直面し厳しい状況にあります。また政策

面においては、新たな地域医療構想・医療DX化・働

き方改革・高齢者医療対策等が引き続き推進されるこ

とから、医療機関としては、現在の不安定な環境下で諸施策に対応しつつ、適正かつ良質な医療提供のあり方を

模索していく必要があります。

構造的課題とされる2040年問題については、国の社会保障・地域経済への影響が見込まれますが、医療政策

の諸施策とも関連して、医療・介護分野にも横断的に関わってくることになりそうです。

政策推進と並行して、医療需要の変化に応じ医療の機能・供給のあり方も見直しを迫られますが、例えば高齢

者医療に関しては、都市部・地方部を問わず共通した様々な課題が派生してくることが予測されます。救急患者

の受入れ・入退院時・病状急変時・在宅ケア ・看取り等のほか、単身生活者（家族等の有無）の場合の対応な

ど、医療機関だけでは解決できない事例も増加することが想定されます。中でも単身生活者の一連の対応に関し

て、は、完結までの処理要領の標準化が必要になりますが、ケースによっては関係の機関（地域医療機関・福祉

施設・高齢者施設・行政・消防本部・警察署等）間で協議し、関連する公的制度に沿った手続が必要になること

も考えられます。今後は、医療・介護の連携を更に拡大し、多機関による協働的かつ多面的な連携体制の構築が

求められます。

このような課題も念頭に、当院は関係各機関と更に連携を深めてまいります。本小冊子「診療案内」では、各

診療科の診療内容や各部門・多職種チームの活動内容等について掲載しております。各医師の診療領域や各部門

等の取組内容をご参考にご活用いただければ幸いです。

当院は、地域の中核病院として医療機関や関連施設等と蜜な連携を図りながら、患者の視点に立った医療提供

を実践し、地域住民の健康の維持と福祉の向上に貢献することを基本理念に、今後も全職員が一丸となって取り

組んでまいります。

引き続きご支援ご協力を賜りますようお願いいたします。

阿蘇市病院事業管理者

兼 阿蘇医療センター院⾧



本院は、地域の中核病院として

地域の医療機関や関連施設等と連携を図りながら

患者の視点に立った医療の提供を実践し

地域住民の健康の維持と福祉の向上に貢献する

地域住民の希望、期待、要求に対応した適正な医療の提供

生命の尊重を基本とした安全安心で良質な医療の提供

医学・医療の進歩に沿った知識・技術の修得と医療水準の向上

基本理念

基本方針

Hospital Philosophy

Basic Policy

2026年4月1日



組織図

病院事業管理者

阿蘇医療センター

診療部
【内科部門】（１２部門）
●内科 ●脳神経内科 ●呼吸器内科
●循環器内科 ●腎臓内科 ●人工透析
●糖尿病・代謝・内分泌内科 ●血液内科
●腫瘍内科 ●消化器内科 ●リウマチ膠原病内科
●総合診療科

【外科部門】（５部門）
●心臓血管外科 ●泌尿器科 ●婦人科
●消化器外科 ●乳腺・内分泌外科

【成育部門】（１部門）
●小児科

【感覚・運動部門】（５部門）
●整形外科 ●皮膚科 ●耳鼻咽喉科
●歯科口腔外科 ●リハビリテーション科

【脳神経・精神部門】（２部門）
●脳神経外科 ●神経精神科

医療技術部

●放射線室 ●検査室
●リハビリテーション室
●臨床工学室 ●栄養管理室

薬剤部
●薬局

看護部

●２階病棟 ●３階病棟 ●４階病棟 ●外来
●救急外来 ●手術室 ●中央材料室
●透析室 ●外来化学療法室 ●検診室

医療安全管理部
●医療安全管理室 ●感染防止対策室

事務部

●総務課（総務人事係、管財契約係、経営戦略DX係）
●医事課（医事１係、医事２係）

波野診療所
●歯科 ●内科・外科 ●整形外科
●事務室

地域連携部
●医療連携室 ●入退院支援室

阿蘇中部地域在宅医療サポートセンター
●在宅医療サポートセンター
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受付・診療時間（背面）

※常勤医師が所属する診療科を掲載（同一診療科に所属する非常勤医師を含む）しております。

※非常勤医師のみ所属する診療科を掲載しております。

波野診療所

波野診療所………………………………………………………………………………………………１６



■主な診療領域
生活習慣病の基礎的フォローアップを始め、Common disease
全般を取り扱っております。その他にも、プライマリケア、コ
ロナウイルス感染症の治療、診断の付かない主訴に対する病態
精査、介護施設への往診、診療所での診療などを行なっており
ます。また、必要に応じて速やかに適宜高次医療機関への搬送、
急性期治療を終えた患者様のリハビリ転院のお受け入れ、かか
りつけ転医のお受け入れ、退院支援、ACP、BSCなども積極的
に行っております。地域のニーズに合わせて、できるだけ柔軟
な診療体制を提供できるよう努めておりますので、患者様を取
り巻く問題のことでお困りの際は一度ご相談頂ければと存じま
す。

生活習慣病（高血圧、脂質異常症、糖尿病、高尿酸血症など）、
心不全、気管支喘息、COPD、細菌感染症（呼吸器、尿路、皮
膚、全身）、ウイルス感染症、排尿障害、便通障害（便秘、下
痢）、アルコール性肝障害、関節リウマチ、リウマチ性多発筋
痛症、成人スティル病、アレルギー疾患

内科
■医師紹介

副院⾧／内科部⾧

ゆもと しんや

湯本 信也
専門領域・資格等
内科一般
呼吸器内科／血液内科／透析
プライマリケア認定医／産業医／臨床研修指導医
身体障害者手帳指定医

医師／波野診療所⾧

もりわき けんじ

森脇 健次
専門領域・資格等
日本内科学会内科専門医／日本血液学会
日本造血・免疫細胞療法学会／日本リンパ腫学会

月 火 水 木 金

午前 湯本
森脇 松原(大) 湯本

山本
森脇
山本

湯本
森脇

午後 休
湯本

(在宅酸素療法
のみ)

休 休 休

■主な診療領域
当科では、子どもの総合診療医として、主に0歳～中学生を対
象に内科的疾患の診断・治療・予防を行っています。肺炎や気
管支炎、気管支喘息等の呼吸器疾患、起立性調節障害（低血圧
症）等の循環器疾患、感染性胃腸炎等の消化器疾患、成⾧障害
を含む内分泌疾患、けいれん・てんかん等の神経疾患、紫斑病
等の血液疾患、学校検尿異常を含む腎疾患、食物アレルギー等、
幅広く対応しています。
また、乳幼児健診、予防接種等も行っています。
必要に応じて入院による検査・治療を行いますが、高次医療機
関にご紹介させていただく場合もあります。

小児科
■医師紹介

また、非常勤医師により不登校などの心のケアを必要とする診
療も行っております。

小児科部⾧

はしやま もとひろ

橋山 元浩
専門領域・資格等
小児科全般
小児慢性特定疾病指定医

医師

きのした まり

木下 万莉
専門領域・資格等
小児科一般
日本小児科学会小児科専門医

月 火 水 木 金

午前 木下 橋山 橋山 木下 橋山

午後 木下 橋山 橋山 木下 橋山
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■主な診療領域
当科では、骨折など外傷に伴う急性疾患、加齢に伴う変性に
よって生じる関節疾患など慢性変性疾患まで、幅広い疾患の診
断、治療に携わっております。患者に応じてXp、CT、MRI、血
液検査（関節液検査含む）を行い、できる限りの診断をつけて
おります。治療に関しては基本的に保存療法適応の患者の治療
を原則とし、手術適応症例に関しては一部の症例を除き、手術
可能な他院へご紹介しております。また、骨粗鬆症治療に重点
を置いております。当院では骨粗鬆症FLSチームを立ち上げ、骨
折の二次予防の加療を行っております。当院は骨粗鬆症認定医
1名、マネージャー5名を有しております。そして、入院患者の
骨粗鬆症患者においては、歯科口腔外科医師の協力による

顎骨壊死対策の医科歯科連携を行っており全国的にも先進的な
取り組みを行っております。また、週１回木曜日に熊本大学病
院より派遣頂いている湯上正樹医師は足関節、足部の専門を有
しており、同部位の手術適応症例に関してはエコーガイド下で
の伝達麻酔による手術を当院で行っております。阿蘇圏域で治
療の完結も可能でございます。足関節、足部疾患でお困りの際
は木曜日の外来にご相談いただきますと幸いです。

整形外科
■医師紹介

月 火 水 木 金

午前 坂本 坂本 坂本 湯上 休

午後 休 休 休 湯上 休

医局⾧／整形外科部⾧

さかもと けい

坂本 圭
専門領域・資格等
整形外科全般
日本整形外科学会機構専門医
日本スポーツ協会公認スポーツドクター
日本骨粗鬆症学会認定医／統括DMAT隊員
産業医／身体障害者手帳指定医／指定難病指定医
臨床研修指導医／面接指導実施医
全日本スキー連盟公認ドクターパトロール

非常勤医師（熊本大学病院）

ゆがみ まさき

湯上 正樹
専門領域・資格等
整形外科全般
足部・足関節／日本整形外科学会機構専門医
日本整形外科学会認定スポーツ医
日本スポーツ協会公認スポーツドクター
ロアッソ熊本チームドクター
フットサル日本代表チームドクター

■医師紹介

■主な診療領域
当科では、できるだけ多くの症例を当院で治療して地域内での
治療完結を目指し、当院で治療が難しい症例は熊本市内の高度
急性期病院や熊本大学病院と連携して診療を行っています。ま
た、地域連携を重視し、転院先や施設入所についても、ニーズ
に応えられるように努めています。
地域医療の脳疾患において多くを占める脳梗塞に対しては、適
応症例に血栓溶解薬（rt-PA）の投与を行い、血栓回収療法の
適応症例については初期評価後に治療可能な施設へ速やかに転
送します。受診症例の大部分である内科的治療対象は当院で治
療します。脳出血やくも膜下出血も保存的治療の場合は当院で
治療します。

頚動脈狭窄、未破裂脳動脈瘤については、必要症例に精査とし
て脳血管撮影（アンギオ）を行います。
頭部外傷については、慢性硬膜下血腫に対して局所麻酔下に穿
頭血腫除去術を行います。
急性硬膜下血腫などその他の頭部外傷についても、保存的治療
対象は当院にて治療します。脳腫瘍、水頭症、てんかん、一次
性頭痛（緊張型頭痛や片頭痛など）、片側顔面けいれん、三叉
神経痛などの診療も行っており、精査、治療可能な施設への紹
介、術後のフォローアップに対応しています。

脳神経外科

月 火 水 木 金

午前 甲斐 山村 休 甲斐 山村

午後 休 休 休 休 休

病院事業管理者／院⾧
医療ガス安全管理責任者

かい ゆたか

甲斐 豊
専門領域・資格等
脳神経外科全般
脳血管障害／脳血管内治療／脳神経外科専門医
脳血管内治療専門医・指導医／脳卒中専門医
臨床研修指導医／産業医
プライマリケア認定医・指導医／認知症サポート医
総合診療特任指導医／BLS・ACLS取得

医師

やまむら りひと

山村 理仁
専門領域・資格等
脳神経外科一般
脳神経外科専門医／臨床研修指導医
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■医師紹介

■主な診療領域

もの忘れ外来
病院事業管理者／院⾧
医療ガス安全管理責任者

かい ゆたか

甲斐 豊
専門領域・資格等
脳神経外科全般
脳血管障害／脳血管内治療／脳神経外科専門医
脳血管内治療専門医・指導医／脳卒中専門医
臨床研修指導医／産業医
プライマリケア認定医・指導医／認知症サポート医
総合診療特任指導医／BLS・ACLS取得

当外来は、認知症の予兆が見受けられる方の診療や相談などに、
専門の医師・認知症看護認定看護師が対応しております。日常
生活での「物事を思い出せない」「なくすものが増え探す行動
が多くなった」「約束した日を間違える」などの状態が加齢に
よるものなか、病院によるかを診断し、それをふまえて対策を
患者様や家族と一緒に考えていく専門外来です。 当院ではそ
の中でも認知症の前段階にあるMCI（軽度認知障害）の状態の
方を早期に発見し生活指導などで進行予防をしていくことを目
的としています。 もの忘れの症状は、認知症以外にも腎機能

低下や電解質の異常、甲状腺の異常などの内科的疾患でも起こ
ります。脳疾患（脳梗塞や脳出血など）でも起こることがあり
ます。専門的な検査を行うことで、もの忘れの原因を見つける
ことができます。

月 火 水 木 金

午前 休 甲斐 休 休 休

午後 休 甲斐
(再診のみ)

休 休 休

■医師紹介

■主な診療領域

禁煙外来

病院事業管理者／院⾧
医療ガス安全管理責任者

かい ゆたか

甲斐 豊
専門領域・資格等
脳神経外科全般
脳血管障害／脳血管内治療／脳神経外科専門医
脳血管内治療専門医・指導医／脳卒中専門医
臨床研修指導医／産業医
プライマリケア認定医・指導医／認知症サポート医
総合診療特任指導医／BLS・ACLS取得

喫煙は、単なる”習慣”や”嗜好”ではなく『ニコチン依存症』と
いう病気で、治療が必要と認識されるようになり、2006年4月
から禁煙治療には保険が適用されるようになりました。
治療は以下に該当する方ならどなたでも受診でき、保険適用と
なります。

◆ 禁煙治療が必要な人
① 今すぐ禁煙したいと思っている人
② 35歳以上で禁煙指数（1日の喫煙本数×喫煙年数）が200

以上の人
③ 過去1年以内に保険で禁煙治療を受けていない人
※禁煙補助剤 (ニコチネルTTSパッチ) を使用すれば、 禁煙

の成功率も高く禁断症状も和らげることができます。
※現在、チャンピックスの処方は中止しています。

月 火 水 木 金

午前 休 休 休 休 休

午後 休 休 休 休

甲斐
新規(第1･3)

再診(第2除く)
受付

13:00～14:30

３



■医師紹介

■主な診療領域

心臓血管外科・静脈瘤外来

医師

なかた こうすけ

中田 浩介
専門領域・資格等
専門分野/心臓血管外科一般
日本外科学会専門医
腹部ステントグラフト実施医・指導医
胸部ステントグラフト実施医／産業医

当科では、狭心症や心筋梗塞などの虚血性心疾患、大動脈瘤・
大動脈解離、閉塞性動脈硬化症、下肢静脈瘤といった心臓・血
管に関わる幅広い疾患の診療を行っています。現在、当院では
外科手術を行っておりませんが、専門的な評価や治療方針の提
案を行い、手術が必要な場合には高次医療機関への紹介を通じ
て、地域の皆さまが安心して最適な医療を受けられるよう支援
しています。また、循環器内科と緊密に連携し、内科的治療と
外科的視点の両面から、一人ひとりに最適な診療を提供できる
よう努めています。病状の早期発見や適切な医療への橋渡し、
術後の経過観察、生活指導に至るまで、切れ目のない医療を

目指しています。心臓や血管の症状でご不安なことがあれば、
どうぞ遠慮なくご相談ください。
また、阿蘇地域の医療機関の先生方からのご紹介やご相談にも
随時対応しております。診断の補助、治療方針の評価、術後
フォローなど、地域医療を担う皆さまと連携しながら、患者さ
まにとって最適な医療を提供できるよう努めてまいります。

月 火 水 木 金

午前 中田
(再診のみ）

休 休 中田
(再診のみ）

休

午後 中田
(静脈瘤外来)

休 休 休 休

■主な診療領域
主な疾患として、てんかん、脳血管障害(脳梗塞・脳出血)、神
経変性疾患(家族性アミロイドポリニューロパチー・認知症・
パーキンソン病・運動ニューロン疾患・脊髄小脳変性症)、頭
痛(片頭痛・緊張型頭痛・群発頭痛)、脱髄性疾患(多発性硬化
症)、不随意運動(振戦・ジストニア)、筋疾患(多発性筋炎・筋
ジストロフィー)、神経筋接合部疾患(重症筋無力症)、末梢神経
障害、脊髄疾患、髄膜炎・脳炎の診療を行っております。
検査・診断方法としては、病気の始まり方、その経過を知るた
めに、お話をお伺います。次に、病気の種類、その部位を明ら
かにするために診察(神経学的診察)を行います。

脳神経内科
■医師紹介

また、それぞれの病気に応じたCT、MRI、超音波、採血、脳
脊髄液検査、脳波などの検査を行い、診断致します。
治療は、上記の結果に基づいて行っていきます。

月 火 水 木 金

午前 休 山本 松原 山本 休

午後 休 休 松原 休 休

脳神経内科部⾧

やまもと ふみお

山本 文夫
専門領域・資格等
脳神経内科一般
日本神経学会専門医・指導医
日本内科学会総合内科専門医・指導医
日本脳卒中学会専門医／身体障害者手帳指定医
指定難病指定医

非常勤医師（熊本大学病院）

まつばら そういちろう

松原 崇一朗
専門領域・資格等
てんかん／脳卒中／脳神経内科全般
日本内科学会総合内科専門医・指導医
日本神経学会神経内科専門医・指導医
日本脳卒中学会脳卒中専門医・指導医
日本てんかん学会てんかん専門医

4



■医師紹介

リハビリテーション科

医局⾧／整形外科部⾧

さかもと けい

坂本 圭
専門領域・資格等
整形外科全般
日本整形外科学会機構専門医
日本スポーツ協会公認スポーツドクター
日本骨粗鬆症学会認定医／統括DMAT隊員
産業医／身体障害者手帳指定医／指定難病指定医
臨床研修指導医／面接指導実施医
全日本スキー連盟公認ドクターパトロール

医師

やまむら りひと

山村 理仁
専門領域・資格等
脳神経外科一般
脳神経外科専門医／臨床研修指導医

非常勤医師（熊本大学病院）

ゆがみ まさき

湯上 正樹
専門領域・資格等
整形外科全般
足部・足関節／日本整形外科学会機構専門医
日本整形外科学会認定スポーツ医
日本スポーツ協会公認スポーツドクター
ロアッソ熊本チームドクター
フットサル日本代表チームドクター

■主な診療領域
リハビリテーション担当医師、理学療法士（9名）、作業療法
士（4名）、言語聴覚士（1名）、助手（1名）という体制で、
高次医療機関での手術・治療後当院に転院となった患者様を含
む、入院及び外来患者様に対するリハビリテーション医療に取
り組んでおります。また、心不全チーム、認知症ケアチーム、
FLS（骨折リエゾン）、NST等、チーム医療の一員として多職
種と連携し、患者様のADL（日常生活動作）やQOL（生活の
質）向上に取り組んでおります。患者様の訓練状況に関しまし
ては、ご家族様への説明もいたします。

■リハビリ施設基準
運動器リハビリテーション（Ⅰ）
脳血管疾患等リハビリテーション（Ⅰ）
心大血管疾患リハビリテーション（Ⅰ）
呼吸器リハビリテーション（Ⅰ）
廃用症候群リハビリテーション（Ⅰ）

■理学療法部門
理学療法とは、心身に疾患及び障害をもった患者様に対し、基
本動作及び歩行能力の獲得を援助する治療法です。当院では、
骨折（手術後の転院含む）や脳卒中、心筋梗塞や心不全、肺炎
やCOPD、内部障害等を発症された患者様に対して、運動療法、
温熱や電気刺激等の物理療法を用いて援助しております。特に
心筋梗塞後等の患者様に対しては、心肺運動負荷試験（CPX試
験）を主治医と共同で実施し、適切な運動負荷量にて訓練を実
施できるようにしております。また、小・中学生及び高校生の
スポーツ障害に関するリハビリテーションについても対応して
おります。

■言語聴覚療法部門
言語聴覚療法とは、病気や老化、事故の後遺症等によって話す
こと・聴くこと・飲み込むことが不自由になった患者様に対し
て評価・訓練・指導を行う治療法です。言葉で思いを伝えるこ
とや、経口的に食事をとることの機能が回復できるように支援
いたします。また、意志伝達手段を早期に確立し、自分らしく
生活が行えるようにコミュニケーション面にもアプローチを行
います。人対人としてお互いに共感できたと実感する時間を共
有するなど、心理的側面からも寄り添えるように取り組んでお
ります。

■作業療法部門
作業療法とは、心身に疾患及び障害をもった患者様に対し、日
常生活の応用的動作獲得を目指す治療法です。当院では整形外
科疾患（肩や手）や脳血管疾患を罹患された方を中心に援助し
ております。脳血管疾患のリハビリに当たっては、麻痺の状態
に応じて電気刺激装置を運動療法と併用して行うことで、麻痺
の改善に努めます。また、脳血管疾患では麻痺など目に見える
障害だけでなく、高次脳機能障害も大きな問題となり、そのよ
うな障害の評価・介入も作業療法の領域です。特に、脳卒中後
の患者様の自動車運転機能については、スクリーニング検査の
取り組みを開始しているところです。患者様のQOL(生活の
質）が少しでも高まり、日々の生活を楽しく過ごしていただけ
るよう取り組んでおります。

月 火 水 木 金

午前 坂本 坂本 坂本 湯上 山村

午後 休 休 休 湯上 休

■資格取得者
心臓リハビリテーション指導士（1名）心不全療養指導士（1名）
3学会合同呼吸療法認定士（4名）骨粗鬆症マネージャー（3名）
認知症ケア専門士（1名）熊本県糖尿病療養指導士（1名）
BLSプロバイダコース（8名）

■機器
・心肺運動負試験 呼気ガス代謝モニター Cpex-1
・機能的電気刺激装置： IVES+、NM-F1
・重心動揺計： Zebris社 FDM System など
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■主な診療領域

泌尿器科
■医師紹介 その他の悪性腫瘍

尿路上皮癌、腎癌などの悪性腫瘍を診断し、熊本大学病院をは
じめとした熊本市内の泌尿器科施設と連携して、治療につなげ
ます。化学療法も行っています。
尿路結石・尿路感染症
敗血症を含む尿路感染症の入院治療に対応します。経尿道的ス
テント留置術を行っています。砕石が必要な尿路結石症に対し
ては、熊本市内の泌尿器科施設で加療します。
排尿障害
前立腺肥大症、過活動膀胱、神経因性膀胱に対する投薬、定期
カテーテル管理・尿路ストーマ管理を行います。
TURP（経尿道的前立腺切除術）、PUL（ウロリフト® 経尿道
的前立腺吊上術）、前立腺部尿道ステント拡張術（メモカス
®）、腎瘻/膀胱瘻造設術に対応します。
良性疾患
陰嚢水腫、包茎、尿道カルンクルなどの小手術が可能です。

月 火 水 木 金

午前 松原 休 休 松原
(第4木曜除く)

休

午後 休 休 休
松原

（再診のみ）
(第4木曜除く)

休

医師

まつばら けんた

松原 顕太
専門領域・資格等
泌尿器科全般／日本泌尿器科学会
日本泌尿器科学会認定専門医
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前立腺癌
健診でPSA高値を指摘された方、近隣の医療機関から紹介と
なった方に対して、診断と高次医療機関紹介、ホルモン療法を
行っています。経直腸的前立腺生検：2024年10月より開始。
2025年度35件を行い、20件（60%）で前立腺癌が検出されまし
た。
膀胱癌
2025年3月より膀胱鏡を導入し、診断と術後の経過観察が可能
となりました。2025年5月からはTURBT（経尿道的膀胱腫瘍切
除術）を開始しました。

■主な診療領域
当科では、虚血性心疾患、心不全、不整脈、末梢血管疾患、肺
高血圧、高血圧などの心臓病・血管病の診療を行っています。
各種心電図、運動負荷検査、各種超音波検査、心臓CT、MRI
などの非侵襲的検査に加え、心臓カテーテル検査、植込み型
ループレコーダーなどの侵襲的検査も可能です。

循環器内科
■医師紹介

月 火 水 木 金

午前 山田 山田 木村 木村 東

午後
山田

(睡眠時無呼吸
症候群のみ)

14:00～16:00

休 休 休 休

治療については冠動脈インターベンション（PCI）、血管内治
療、ペースメーカー植込み術などの侵襲的治療も行っています。
特殊外来では睡眠時無呼吸症候群に対する検査や持続陽圧呼吸
療法（CPAP）による治療も行っています。
また、心肺運動負荷試験を導入し、適切なリハビリ処方が可能
となりました。
入院だけではなく外来での心臓リハビリテーションについても
対応しております。

循環器内科部⾧／地域医療連携部⾧

きむら ゆういち

木村 優一
専門領域・資格等
循環器内科全般
日本内科学会認定内科医／総合内科専門医指導医／
日本循環器学会専門医／日本心血管インターベンション学会
認定医／心不全緩和ケアトレーニングコースHPET受講済み／
日本DMAT隊員／心臓リハビリテーション指導医／日本心血
管インターベション治療学会（CVIT）認定医

非常勤医師（熊本大学病院）

ひがし りゅうだい

東 隆大
専門領域・資格等
循環器内科全
日本内科学会／日本循環器学会

医師

やまだ としひろ

山田 敏寛
専門領域・資格等
循環器内科全般
日本内科学会認定内科医／日本循環器学会専門医
日本心血管インターベンション学会認定医
心臓リハビリテーション指導医
心不全緩和ケアトレーニングコースHPET受講済み
日本DMAT隊員／心臓リハビリテーション指導医



■主な診療領域
慢性腎臓病（CKD）は末期腎不全、心血管死、全死亡など重篤
なイベントの強力なリスク因子といわれており、その発症進展
抑制には、早期診断、治療介入が必要です。近年新規薬剤の台
頭により、治療方針の見直しが求められている分野です。当科
ではCKDの原因の評価を行い、疾患に応じて適切な食事・薬物
療法を行い、できる限りGFRの低下率を小さく出来る方法をご
提案させて頂きます。腎生検が必要と判断される際には、熊本
市内の治療可能な病院へ適切なタイミングでご紹介させて頂き
ます。
CKDstageG3b以降（eGFR<45ml/min/1.73m2）や蛋白尿陽性
で、腎臓内科の受診歴がない患者様に関しましては、お気軽に

腎臓内科
■医師紹介

当科にご相談いただけますと幸いです。腎機能の悪化が進行し
てきた場合は、腎代替療法（透析療法（血液・腹膜）ないし
腎移植（献腎・生体腎））の選択が求められます。
患者様に腎代替療法の選択肢をご提示し、状態や生活背景に
あった選択肢を、ご家族も交えて見つけていけたらと考えてお
ります。また外来で経過をみながら、適切なタイミングで血液
透析の導入を行い、また腹膜透析や移植を希望される際には熊
本市内の病院をご紹介させて頂きます。

月 火 水 木 金

午前 休 休 休 休 丸目

午後 休 休 丸目 休
丸目

(透析予防
外来)

医師

まるめ たかひろ

丸目 高大
専門領域・資格等
腎臓内科全般
日本透析学会／日本腎臓学会
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■主な診療領域

当院での対応が難しい早期がんや進行がんに関しては、大学病
院など熊本市内の病院に紹介し、当院と連携して治療を行って
います。

月曜日は消化管疾患外来を行っており、金曜日は肝疾患専門外
来を行っており、主にB型肝炎、C型肝炎、アルコール、脂肪
肝による慢性肝炎、肝硬変、肝がんの診療を行っています。

消化器内科
■医師紹介

月 火 水 木 金

午前 具嶋
11:00～

休 休 休 楢原

午後 具嶋
～15:00

休 松原 休 楢原

熊本大学病院より週2回(月・金)非常勤医師が勤務し、消化器
内視鏡検査と消化器専門外来を行っております。午後に下部消
化管内視鏡検査も行っており、大腸ポリープや大腸がんの早期
発見と内視鏡治療も積極的に行っております。

非常勤医師（熊本大学病院）

ぐしま りょうすけ

具嶋 亮介
専門領域・資格等
消化管疾患
日本内科学会総合内科専門医・指導医
日本消化器病学会専門医・指導医
日本消化器内視鏡学会専門医・指導医
日本肝臓学会専門医
日本消化管学会胃腸科専門医・指導医
日本がん治療認定医機構認定医

非常勤医師（熊本大学病院）

ならはら さとし

楢原 哲史
専門領域・資格等
肝疾患
日本内科学会認定内科医
日本消化器病学会専門医
日本消化器内視鏡学会専門医日本肝臓学会専門医
日本超音波医学会超音波専門医・指導医・代議員

医師

まつばら だいゆう

松原 大勇
専門領域・資格等
日本内科学会認定内科医



■主な診療領域

人工透析
■医師紹介

月 火 水 木 金 土

午前 丸目 湯本 丸目 丸目
宮川

(熊本大学病
院)

丸目
（第1.3）

熊本大学病院
担当医

（第２･４･５）

午後 休 休 休 休 休 休
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副院⾧／内科部⾧
ゆもと しんや

湯本 信也
専門領域・資格等
内科一般
呼吸器内科／血液内科／透析
プライマリケア認定医／産業医／臨床研修指導医
身体障害者手帳指定医

■主な診療領域
１型・２型糖尿病をはじめ多彩な内分泌疾患 （下垂体機能亢進
先端巨大症、クッシング病、プロラクチノーマ、TSH産生下垂
体腺腫(SITSH)、ADH分泌不適合症候群（SIADH）など）、
下垂体機能低下症（汎下垂体機能低下症、ACTH単独欠損症、
成人成⾧ホルモン分泌不全症、TSH欠損症、中枢性腺機能低下
症、中枢性尿崩症など）、甲状腺疾患（バセドウ病、バセドウ
眼症、甲状腺クリーゼ、亜急性甲状腺炎、無痛性甲状腺炎、橋
本病、甲状腺機能低下症、甲状腺ホルモン不応症、甲状腺腫瘍、
プランマー病など）、副甲状腺疾患（原発性副甲状腺機能亢進
症、副甲状腺機能低下症、副甲状腺がん、高カルシウム血症な
ど）、膵・消化管内分泌腫瘍、

糖尿病・代謝・内分泌内科
■医師紹介

副腎疾患（原発性アルドステロン症、褐色細胞腫、クッシング
症候群、水電解質異常など）を診療いたします。糖尿病治療に
関しては、持続皮下グルコースモニタリングやインスリンポン
プを駆使した最先端の血糖管理デバイスを導入しております。

月 火 水 木 金

午前 休 近藤 休 近藤 井形

午後 休 休 休 近藤 井形

院⾧補佐／副院⾧
糖尿病・代謝・内分泌内科部⾧
医療安全管理部⾧

こんどう たつや

近藤 龍也
専門領域・資格等
糖尿病、内分泌・代謝疾患全般
日本内科学会認定内科医／日本内科学会総合内科専門医
日本糖尿病学会糖尿病専門医・同指導医
日本内分泌学会内分泌代謝科専門医・同指導医
指定難病指定医

非常勤医師（熊本大学病院）

いがた もとゆき

井形 元維
専門領域・資格等
糖尿病、内分泌・代謝疾患全般
日本内科学会認定内科医・同指導医
日本内科学会総合内科専門医
日本糖尿病学会認定専門医・同指導医
日本内分泌学会内分泌代謝科専門医・同指導医
指定難病指定医

非常勤医師（熊本大学病院）

みやがわ としあき

宮川 寿明
専門領域・資格等

当院には14床の透析室があり、月水金・火木土の2クールで午
前に血液透析を行っております。また、透析シャント機能低下
に対して、外来PTAも施行しておりますので、お気軽にご相談
ください。

医師

まるめ たかひろ

丸目 高大
専門領域・資格等
腎臓内科全般
日本透析学会／日本腎臓学会



■主な診療領域

消化器外科
■医師紹介

当科では、消化器領域(食道、胃、十二指腸、小腸、大腸、肛
門、肝臓、胆道、膵臓、脾臓等)の疾患を専門に診療を行って
います。
手術に関しては第1・第3火曜日に手術日を設けており、鼠径ヘ
ルニア、胆石症などの良性疾患に対する手術を行っています。
当院での対応が困難な手術や、緊急手術を要する疾患は、高度
医療機関への紹介を行っています。
悪性疾患に対しては当院で診断を行い、手術治療や放射線治療
などの専門治療が必要な場合には、高度医療機関への紹介を
行っています。当院では化学療法や緩和ケアを行っています。

当院は熊本県のがん診療連携拠点病院に指定されており、熊本
大学病院をはじめとする高度医療機関と連携してがん診療を
行っています。

月 火 水 木 金

午前 休
椿原
近本

(第2水曜前日)

近本
(第2水曜除く)

椿原 休

午後 休 休 休 休 休

医師

つばきはら ひろき

椿原 拡樹
専門領域・資格等
消化器外科全般
日本外科学会専門医
日本消化器病学会専門医

非常勤医師（熊本大学病院）

ちかもと あきら

近本 亮
専門領域・資格等
消化器外科（肝・胆・膵）
日本外科学会専門医／日本外科学会指導医
日本消化器外科専門医／日本消化器外科指導医
日本肝胆膵外科学会名誉指導医
日本内視鏡外科技術認定医

９

■主な診療領域
当科は2019年2月1日に開設し、現在歯科スタッフ4名で診療を
行っています。当院は県認定地域がん診療連携拠点病院であり、
他にも様々な疾患に対応しているために専門的口腔ケアを必要
とする患者様が多くいらっしゃいます。そこで院内患者様の口
腔ケアを充実させながら、口腔外科疾患に対する外来診療、入
院管理下での診療を行っています。特に口腔外科診療に関して
は、顎口腔炎症（歯科感染症、骨吸収抑制製剤関連顎骨壊死な
ど）、口腔粘膜疾患（白板症、扁平苔癬、カンジダ症など）、
口腔良性腫瘍（エプーリス、多形腺腫、エナメル上皮腫など）、
顎口腔の嚢胞（粘液嚢胞、歯根嚢胞、角化嚢胞など）、埋伏歯
抜歯（智歯・過剰歯）、

歯科口腔外科
■医師紹介

小帯手術（上唇小帯異常、舌小帯異常）、歯根端切除術、血液
疾患（出血性素因）や超高齢者の抜歯などの外科処置を要する
疾患から、神経疾患・心因性病態（舌痛症、口腔心身症など）
の診療を担っています。現在、阿蘇郡市地域において入院管理
下での手術等の診療を行う口腔外科施設は当科のみであり、地
域の先生方と力を合わせて地域医療を盛り上げていきたい所存
ですので、よろしくお願いいたします。

月 火 水 木 金

午前 休 高宗 高宗
平山 休 高宗

午後 休 高宗 高宗
平山 休 休

歯科口腔外科部⾧／波野診療所歯科医師

たかむね やすお

髙宗 康隆
専門領域・資格等
歯科口腔外科全般
日本口腔外科学会／歯科口腔外科専門医
日本口腔科学会認定医／厚生労働省認定
歯科臨床研修医指導医
阿蘇市波野保育園・波野小学校・波野中学校・学校歯科医

非常勤歯科医師（熊本大学病院）

ひらやま まさとし

平山 真敏
専門領域・資格等
歯科口腔外科全般
日本口腔外科学会／歯科口腔外科専門医
日本口腔科学会認定医／日本顎変形症学会認定医



■主な診療領域
地域に密着した医療を心がけております。令和6年度からは各
臓器別内科常勤医が増えたため、今まで以上に専門に特化した
診療が提供できます。
当院の総合診療科は、どこの科を受診して良いかわからない場
合などにご相談いただくと、初期診断/初期検査を踏まえて、
適宜必要な専門科へとスムーズに紹介していきます。また、午
前中の急な受診の際は、緊急性がない場合は救急外来ではなく
総合診療科での対応となる場合がございます。受診人数が多い
ため、予約外での受診は待ち時間が大変⾧く発生する場合がご
ざいますので予めご了承ください。
生活習慣病全般、感染症全般、気管支喘息、慢性閉塞性肺疾患

総合診療
■医師紹介

(COPD)、睡眠時無呼吸症候群、急性呼吸不全(ARDS)、在宅
酸素療法、急性/慢性肝炎、ＮＡＳＨ(非アルコール性脂肪性肝
炎）、胆石、急性/慢性膵炎、胃・十二指腸潰瘍、消化管出血、
逆流性食道炎、便秘症、下痢症、排尿困難、貧血全般、骨髄異
形成症候群、真性多血症、血小板増多/減少、関節リウマチ、
成人スティル病、リウマチ性多発筋痛症、全身性エリテマトー
デス、シェーグレン症候群、不眠症、など
• 診断の付かない愁訴に対する原因検索の検査、そのフォ

ロー、適宜他医療機関への紹介。
• 診断がついた場合は適宜他科へ紹介を行います。

非常勤医師（産山村診療所）

い せいし

井 清司
専門領域・資格等
内科一般／日本救急医学会（認定医・指導医）
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月 火 水 木 金

午前 中田 北村 井 中田 鄭

午後 休 休 休 休 休

■医師紹介

月 火 水 木 金

午前 休 休 休 休 休

午後 休 休
松本
(第1)
杉本
(第3)

休 休

■主な診療領域
当科では、老若男女問わず幅広い方々を診ており、受容、共感
的な姿勢を第一に皆様方の思いに寄り添い、どういった事から
この様な症状が出現しているか全人的視点を持って分析し、皆
様方が自分らしく地域社会の中で生活、活躍できるような一助
になることを基本的理念として掲げております。身体が疲れる
と心にあらわれ、心が疲れると身体にあらわれます。学校や家
庭、社会、地域生活における所属感の乏しさなどからも心を悩
ますケースも多いなど、当科は特別な人だけがかかる科ではな
く、誰にでも起こりうる問題ですので、お気軽にご相談頂けま
すように努めております。

• 認知症、うつ病、神経症、依存症、児童思春期疾患、発達
障害、愛着障害

• 薬物療法、精神療法、行動療法、認知行動療法

神経精神科

非常勤医師（希望ヶ丘病院）

まつもと たけし

松本 武士
専門領域・資格等
精神保健指定医／日本精神神経学会
精神科専門医・指導医／日本児童青年精神医学会認定医
子どものこころ専門医

非常勤医師（希望ヶ丘病院）

すぎもと けいすけ

杉本 啓介
専門領域・資格等
精神一般
児童思春期／精神保健指定医
認定産業医認知症サポート医

非常勤医師（熊本大学病院）

きたむら たいと

北村 泰斗
専門領域・資格等
総合診療／日本専門医機構双合診専門医



■主な診療領域
食物アレルギー、喘息を中心に、小児アレルギー外来を始めさ
せていただきました。合併することの多いアトピー性皮膚炎に
関しましては、皮膚科の先生と連携して診療いたします。
小児の食物アレルギーの多くは、鶏卵・牛乳・小麦を原因とし
て離乳食開始前に発症します。血液検査や皮膚テストによる特
異的IgE抗体の存在は診断の指標となりますが、特異度が高く
ないことが問題です。除去食が多いと、栄養や発達に影響し、
園の給食や外食で誤食しアナフィラキシーを起こす不安も増え
てしまいます。最近のデータでは、鶏卵や牛乳は、食べ始めの
遅れが食物アレルギーの発症に関与すると報告されています。
当科では必要に応じて食物経口負荷試験も検討いたします。

小児アレルギー専門外来
■医師紹介

月 火 水 木 金

午前 休 休 休 休 休

午後 休 休
緒方

(第1)受付
14:00～16:30

休 休

月に1回の診療ではございますが、食物アレルギーを疑われる
お子様がいらっしゃれば一度ご相談下さい。

非常勤医師（熊本大学病院）

おがた みか

緒方 美佳
専門領域・資格等
小児科一般
食物アレルギー／小児喘息／小児アレルギー疾患
日本小児科学会専門医・指導医
日本アレルギー学会専門医・代議員
日本小児アレルギー学会代議員・理事
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■主な診療領域
こどもの発達や神経発達症など専門的な診療を行っています。
また、初期対応後に専門医に紹介することも可能です。ご家
庭・教育機関・療育機関と連携を取りながらこども達の成⾧を
見守っていきたいと思っています。子育ての中でお困りがあり
ましたらご相談ください。

小児科専門外来
■医師紹介

月 火 水 木 金

午前 休 休 上土井
(第２･４)

休 休

午後 休 休 上土井
(第２･４)

休 休

非常勤医師（じょうどいクリニック）

じょうどい たかこ

上土井 貴子
専門領域・資格等
小児科一般
小児科専門医／小児心身認定医
こどもの心専門医



■医師紹介

■主な診療領域
聴力検査・平衡機能検査を行い、難聴、耳鳴り、めまい症の診
断と治療を行います。
中耳炎に対する鼓膜切開やチューブ留置などの小手術やアレル
ギー性鼻炎、慢性副鼻腔炎（蓄膿症）の診断と治療、内視鏡を
用いた頭頸部の炎症性疾患や腫瘍性病変に関する検査が行うこ
とができます。症状に合わせて頭頸部のCT検査やMRI検査を
行います。その他の症状に関してもお気軽にご相談ください。

耳鼻咽喉科

月 火 水 木 金

午前 休 休 休 眞方 休

午後 休 休 休 休 休

非常勤医師（熊本大学病院）

まがた ひろあき

眞方 洋明
専門領域・資格等
耳鼻咽喉科一般
耳鼻咽喉科専門医
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月 火 水 木 金

午前 休 休 山村 柏田 休

午後 休 休 山村
～15:30

柏田
～15:30

休

■主な診療領域
皮膚病全般に対する診断。アトピー性皮膚炎、 尋常性乾癬、日
光過敏症、老化に伴う皮膚病、強皮症などの膠原病、イボ、悪
性黒色腫(メラノーマ) をはじめとする皮膚悪性腫瘍などの診療
を行っています。
週1回の診療のため、連日の処置や経過観察が必要な患者様、
当院では対応ができない精査加療を要する患者様につきまして
は、近隣の皮膚科開業医や熊本大学病院を紹介するシステムを
とっています。
• 湿疹、皮膚炎、蕁麻疹、痒疹・そう痒症
• 薬物による皮膚疾患

• 血管、リンパ管の疾患、角化異常症、炎症性角化症、水疱
症、膿疱症、肉芽腫、色素異常症

• 紅皮症、代謝異常症
• 熱傷､褥瘡
• 膠原病(強皮症、皮膚筋炎、エリテマトーデス、血管炎など)
• 皮膚腫瘍(上皮系腫瘍、間葉系腫瘍、メラノサイト系腫瘍)
• 細菌感染症､真菌感染症、動物性皮膚症
• 全身疾患と皮膚
• 血管腫、母斑

皮膚科
■医師紹介

非常勤医師（熊本大学病院）

かしわだ かよ

柏田 香代
専門領域・資格等
皮膚科一般
アトピー性皮膚炎／膠原病
日本皮膚科学会認定皮膚科専門医／指定難病指定医

非常勤医師（熊本大学病院）

やまむら しゅうじ

山村 修司
専門領域・資格等
皮膚科一般
日本皮膚科学会認定皮膚科専門医



■主な診療領域
ご家族や友人にはなかなか相談できない産婦人科の症状や病気
をお持ちの方、現在受けておいでの治療についてお悩みの方は
ご相談下さい。納得されるまで時間をかけてお話を伺い、必要
な時は通院中の医療機関と連携して治療を進めます。また、遠
方の病院等での治療後の経過観察もお引き受けいたします。
• 婦人科がん検診（住民検診・職場検診など）

子宮頸がん検診、子宮体がん検診（オプション）
婦人科診察（エコー検査）

• 婦人科がん検診後の２次検診（精密検査）
• 妊娠の診断

婦人科
■医師紹介

• 月経（生理）の異常：無月経、生理痛、生理不順、 過多月経
• 過⾧月経
• 子宮筋腫、子宮腺筋症、 子宮内膜症（チョコレート嚢胞）
• 不妊症、不育症・更年期（４０代～５０代）の生理不順

更年期症状、骨密度の低下・閉経後の症状：おりもの
• 出血、下腹部痛、子宮脱（子宮が降りてくる感じ）
• 婦人科がん（子宮頸がん、体がん、卵巣がんなど）の診断や

治療での悩み・治療（手術、化学療法・分子標的治療、免疫
療法、放射線治療）への疑問

月 火 水 木 金

午前 休 休 休 休 片渕
（第2･4）

午後 休 休 休 休
片渕

（第2･4）
13:00～16:00

非常勤医師（くまもと森都総合病院）

かたぶち ひでたか

片渕 秀隆
専門領域・資格等
婦人科全般
熊本大学名誉教授／くまもと森都総合病院特別顧問
日本産科婦人科学会専門医・指導医
日本婦人科腫瘍学会婦人科腫瘍専門医・指導医
日本がん治療 認定医機構がん治療認定医
日本婦人科腫瘍学会監事／日本婦人科がん検診学会監事
肥後医育振興会副理事⾧等
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月 火 水 木 金

午前 休 休 休 休 休

午後 宮川
（第2） 休 休 休 休

■主な診療領域
当科では、骨髄やリンパ系組織から発生するがんである白血病、
悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、骨髄異形成症候群、骨髄増殖性
腫瘍やその他さまざまな原因による貧血や血小板の異常を診療
しています。特に高齢化の影響で、悪性リンパ腫、多発性骨髄
腫、骨髄異形成症候群などの悪性疾患は増加してきています。
血液疾患は初期症状がわかりにくいのですが、鉄剤が効かない
貧血や痛みのないリンパ節腫脹や健診などで見つかった貧血、
白血球や血小板の異常などに関して診察を行っています。

血液内科
■医師紹介

非常勤医師（くまもと森都総合病院）

みやがわ としかず

宮川 寿一
専門領域・資格等
血液内科全般
日本内科学会認定内科医／総合内科専門医・指導医
日本血液学会認定専門医・指導医
インフェクションコントロールドクター(ICD)
日本化学療法学会 抗菌化学療法指導医
日本感染症学会感染症専門医・指導医
日本エイズ学会認定医・指導医／指定難病指定医



月 火 水 木 金

午前 休 休 休 休 休

午後 休 休 休
境

(第1･3)
12:30～15:00

休

■主な診療領域

阿蘇地域におけるがん診療の向上のために、阿蘇医療セン
ターで活動しています。すべての種類の悪性疾患に対して、院
内外の専門医師と連携をとりながら手術、がん薬物療法、放射
線療法、緩和ケアを組み合わせ、個々の患者さんに最良の治療
計画を立て、実行し、見直しを図る仕事をしています。（集学
的がん診療の推進）

そのため、看護師、薬剤師、医療ソーシャルワーカー、管理
栄養士、公認心理士など多職種での症例検討会を頻回に行って、
がん診療を行っています。（チーム医療の推進）

腫瘍内科
■医師紹介

非常勤医師（熊本医療センター）

さかい けんじ

境 健爾
専門領域・資格等
腫瘍内科全般
日本内科学会／日本癌治療学会
日本がん治療認定機構暫定教育医／日本臨床腫瘍学会
日本肉腫学会指導医・専門医
日本緩和医療学会暫定指導医／臨床研修指導医
日本医師会認定産業医
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■主な診療領域
肺炎、気管支喘息、COPD、肺がんなどの呼吸器疾患の診療を
行っています。胸部X線検査、CT検査、呼吸機能検査、気管支
鏡検査など行っています。肺炎を疑う症例や慢性の咳嗽・喀
痰・呼吸困難が改善しない症例、胸部異常陰影を認める症例な
どご紹介ください。
肺炎：抗菌薬治療を行います。侵襲的人工呼吸器管理が必要な
場合は高次医療機関へ紹介します。
慢性気管支炎・非結核性抗酸菌症：喀痰検査、気管支鏡検査を
行い、必要な症例では他剤抗菌薬治療を行います。
気管支喘息・COPD ：呼吸機能検査、血液検査、画像検査を行
い、吸入治療を中心とした治療を行います。

呼吸器内科
■医師紹介

難治性の気管支喘息では生物学的製剤を導入します。
肺がん：血液検査、画像検査、気管支鏡検査を行います。高度
な検査、治療が必要な場合には高次医療機関へ紹介します。当
院で可能な症例では化学療法の導入、維持を行います。
気胸・胸水：胸腔穿刺や胸腔ドレナージを行います。手術が必
要な症例は高次医療機関へ紹介します。

月 火 水 木 金

午前 休 町田 古川 休 休

午後 休 休 休 休 休

非常勤医師（熊本大学病院）

まちだ ひろこ

町田 紘子
専門領域・資格等
呼吸器内科全般
日本内科学会専門医

非常勤医師（熊本大学病院）

ふるかわ つぐひろ

古川 嗣大
専門領域・資格等
呼吸器内科全般
日本内科学会専門医



月 火 水 木 金

午前 休 休 中村
(第4)

休 休

午後 休 休 中村
(第4)

休 休

■主な診療領域
当科では、リウマチ性疾患の診療を行っています。阿蘇地区の
患者様を受け入れ、当センター各科と連携し診療を行っており
ます。診療は原則月に1回ですので、病状悪化の際は当セン
ター各科や桜十字病院、熊本赤十字病院などに協力をお願いし
ています。
リウマチ膠原病は、筋骨格系の症状を有する内科的疾患の集ま
りで、リウマチ膠原病という診断名はありません。免疫機構の
異常による全身性の炎症性疾患です。
リウマチ膠原病の原因の多くは、前述のように免疫システムの
異常に基づくもので、この異常が全身で、特に結合組織を中心
に炎症が生じることを特徴としています。症状としては、発

熱、関節痛、関節のこわばり、手指の腫脹、全身倦怠感、レイ
ノー現象、口腔乾燥など様々な症状がみられます。
リウマチ膠原病を正確に診断し、適切に治療すれば、症状は改
善され、日常生活を維持できます。

リウマチ膠原病内科
■医師紹介

非常勤医師（桜十字病院）

なかむら ただし

中村 正
専門領域・資格等
リウマチ性疾患
日本内科学会総合内科専門医
日本リウマチ学会専門医・指導医
日本血液学会専門医・指導医／Best Doctors in Japan
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■主な診療領域
乳がんを始めとした乳腺疾患の診断、薬物療法を中心として、
内分泌臓器である甲状腺、副甲状腺の外科的治療を担当してい
ます。
＜熊本市立熊本市民病院、熊本大学病院との連携について＞
特に乳がんでは根治性を損なわないように手術療法を縮小化す
る方向にあり、整容性にすぐれた乳房温存手術とセンチネル
（見張り）リンパ生検による腋窩リンパ節郭清の省略が可能で
す。また、「画像ガイド下組織吸引装置」による生検を数多く
経験しており、非触知の微細石灰化病巣に対しても確実な診断
が可能です。薬物療法の経験は豊富であり、ガイドラインに準
拠した化学療法、ホルモン療法、分子標的治療を行っています。

乳腺・内分泌外科
■医師紹介

さらに乳がん患者を精神的に支援するサポートグループも運営
されており、定期的に会合が持たれています。甲状腺、副甲状
腺疾患の外科治療については出来るだけ創を小さくし、形成外
科的な処置を行うことで美容的、機能的にも優れた方法で行っ
ています。

月 火 水 木 金

午前 岩瀬
(月2回指定日)

休 休 休 休

午後
岩瀬

(月2回指定日)
～15：00

休 休 休 休

非常勤医師（熊本市民病院）

いわせ ひろたか

岩瀬 弘敬
専門領域・資格等
乳腺内分泌外科全般
日本外科学会特別会員・代議員・指導医・専門医
日本乳癌学会名誉会員・専門医
日本内分泌外科学会特別会員
日本内分泌・甲状腺外科専門医



■主な診療領域

波野診療所
■医師紹介

月 火 水 木 金

午前 担当医
（高野病院）

森脇 休 休

第1:近藤
第2:甲斐
第3:山本
第4:山田

午後
担当医

（高野病院）
～16：00

森脇
～15:00

休 休

第1:近藤
第2:甲斐
第3:山本
第4:山田

～15:00

地域に密着した医療を心がけております。
内科は様々な疾患を持つ患者さんのかかりつけ医として診療を
行っていきます。基本的には生活習慣病の管理、慢性疾患の管
理を行います。整形外科の一般的な診療も行なっております。
歯科の一般的な診療も行なっております。健康診断の二次精査
も行っております。当診療所内のみでの対応が難しい場合は阿
蘇医療センターやその他の高次医療機関と連携して診療を行
なっています。
• 生活習慣病の予防を基本とした生活習慣病管理指導
• 栄養療法
• 食事運動療法
• その他併存症の日常的な管理
• 高次医療機関・地方中核病院・地域慢性期病院・医療施設

などとの密接な連携による診療

月 火 水 木 金

午前 髙宗 休 休 髙宗 休

午後 髙宗 休 休 休 休

月 火 水 木 金

午前 休 休
担当医

（熊本整形外
科病院）

休 休

午後 休 休 休 休 休

【内科・外科】

【整形外科】

【歯科】

脳神経外科医師（第２金曜日）

かい ゆたか

甲斐 豊
専門領域・資格等
脳神経外科全般
脳血管障害／脳血管内治療／脳神経外科専門医
脳血管内治療専門医・指導医／脳卒中専門医
臨床研修指導医／産業医
プライマリケア認定医・指導医／認知症サポート医
総合診療特任指導医／BLS・ACLS取得

循環器内科医師（第４金曜日）

やまだ としひろ

山田 敏寛
専門領域・資格等
循環器内科全般
日本内科学会認定内科医／日本循環器学会専門医
日本心血管インターベンション学会認定医
心不全緩和ケアトレーニングコースHPET受講済み
日本DMAT隊員

糖尿病･代謝･内分泌内科医師（第１金曜日）

こんどう たつや

近藤 龍也
専門領域・資格等
糖尿病、内分泌・代謝疾患全般
日本内科学会認定内科医／日本内科学会総合内科専門医
日本糖尿病学会糖尿病専門医・同指導医
日本内分泌学会内分泌代謝科専門医・同指導医
指定難病指定医

脳神経内科医師（第３金曜日）

やまもと ふみお

山本 文夫
専門領域・資格等
脳神経内科一般
日本神経学会専門医・指導医
日本内科学会総合内科専門医・指導医
日本脳卒中学会専門医／身体障害者手帳指定医
指定難病指定医

歯科医師（月曜日・木曜日ʬ午前のみʭ）

たかむね やすお

髙宗 康隆
専門領域・資格等
歯科口腔外科全般
日本口腔外科学会／歯科口腔外科専門医
日本口腔科学会認定医／厚生労働省認定
歯科臨床研修医指導医
阿蘇市波野保育園・波野小学校・波野中学校・学校歯科医

16

医師／波野診療所⾧（火曜日）

もりわき けんじ

森脇 健次
専門領域・資格等
日本内科学会総合内科専門医／日本血液学会
日本造血・免疫細胞療法学会



CT装置 80列（Aquillion PRIME SP) MRI装置 1.5T（Vantage Fortian）

80列マルチディテクタ(検出器)搭載なので、１回の息止めで全
身の検査ができ、被曝を抑えて心臓をはじめ全身の血管の画像
をアーチファクトが少ない状態で提供できます。

2025年10月に更新しました。本装置は、高画質と高速イメージ
ングを両立することが可能となり、従来機種より検査時間が約
1/2に短縮することが可能となりました。ディープラーニング
を用いた再構成処理（Precise IQ Engine ：PIQE）により、ノ
イズを除去し、低空間分解能の画像から高空間分解能の画像を
再構成する超解像技術が搭載されました。

X線循環器診断システム（Infinix Celeve-i）

2025年4月に更新しました。AI(Deep Learning)を活用した画質
処理技術：αEvolve Imagingを搭載しました。
「αEvolve Imaging」はノイズ抑制と被ばく低減を両立し、イ
ンターベンションのニーズに応えた撮影画像に近づいた透視画
像を提供することが可能です。

乳房撮影装置（AMULET）

本装置は、高精細画像を実現する50μm出力。直接変換方式
FPDを採用しシャープでボケの少ない画像を生成します。 女
性診療放射線技師が4名在籍しており、マンモグラフィ撮影は
女性技師担当としていますので安心して検査を受けることがで
きます。

骨密度検査 腰椎・大腿骨 （ALPHYS LF）

本装置は、日本骨粗鬆症学会と日本骨代謝学会が共同で定めた
「原発性骨粗鬆症の診断基準」に標準値が掲載された、診断の
ためのエビデンスを有する装置です。

阿蘇医療センターの高度医療設備

X線TV（透視）装置（EXAVISTA DR）

透視装置の用途は、胃透視（健診）、嚥下造影、整形外科整
復・動態撮影、胃瘻造設、胃瘻チューブ交換、イレウス管挿入、
BF（気管支鏡検査）などで使用しています。
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地域に根ざし、
患者さんの笑顔のために、さらに進化

自動再来受付機

自動精算機

医療機関専用
スマートフォン

情報化で人を幸せに
するため
医療をデジタル化

WEB問診 電子カルテ

ｵﾝﾗｲﾝ資格確認

電子処方箋

医療情報ＤＸ
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FLSの目標
とにかく
加療継続：80％
いろんな角度からの
介入を

骨粗鬆症連携：循環型連携＋医科歯科連携

開業医

STEP２
Ⅱ）逆紹介

 状態が落ち着いたら逆紹介
 骨粗鬆症治療薬の継続

患者

Ⅲ）循環型連携（3or,6ヶ月程度フォロー）
 治療継続の確認
 骨密度検査（半年～１年）
 血液検査（骨代謝マーカー含む

阿蘇エリア

STEP１

生活習慣病など

 外来フォロー

急性期病院

 診断
• 骨粗鬆症
• 脆弱性骨折（椎体骨折）

阿蘇医療
センター

STEP３

FLSチーム

• 骨折患者の治療継続
• 逆紹介患者のフォロー
• リハビリ計測

Ⅰ）腰痛などを主訴に受診

 治療
• 手術・リハビリ
• 薬物治療（経口剤・注射剤）
• 環境整備,転倒予防

大腿骨近位部骨折など

開業医



142

32

2018-2020再骨折率
18.4%

骨折なし 再骨折

375

13

2020-2023再骨折率
3.3%

骨折なし 再骨折

観察期間内の全患者再骨折率結果

病棟カンファレンス
（週1回，木曜日）

FLS会議
（月1回，第1月曜日）

骨折リエゾンサービス（FLS）

認定医1名,
骨粗鬆症マネージャー4名
（看護師1薬剤師1名理学療法士3名）

骨密度検査導入

開始不可理由
超高齢，予後不良悪性腫瘍合併，服薬拒否

Ⅱ）紹介元、かかりつけ
状態が落ち着いたら紹介元、かかりつけ医へ
骨粗鬆症治療薬の継続

Ⅲ）循環型連携（３ヶ月～６ヶ月後）

治療継続の確認
骨密度検査（半年～１年）
血液検査（骨代謝マーカー含む）
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【整形外科医師】【歯科口腔外科医師】【薬剤師】
【看護師】【理学療法士】【管理栄養士】
【社会福祉士】【在宅医療相談員】
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2019 2020 2021 2022 2023 2024

人数

阿蘇医療センターの多職種連携事業について

●栄養サポートチーム（NST）

●緩和ケアチーム

●骨粗鬆症リエゾンサービス（FLS）

●歯科口腔外科術前カンファチーム

波野診療所歯科 歯科口腔外科

歯科口腔外科術前カンファレンス

歯科口腔ケア

医歯薬連携チーム

• 本院歯科口腔外科と波野診療所歯科（へき地医療）を兼任
• 歯科スタッフは歯科口腔外科医1名と歯科衛生士1名、歯科診療助手1名
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【歯科口腔外科医師】【歯科衛生士】
【看護師】【歯科診療助手】



栄養サポートチーム

202

351
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157
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173 165
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栄養サポートチーム件

数実績

主な取り組み
・マニュアル作成
・経管栄養剤、栄養補助食品の情報提供
・栄養補助食品の試食会、変更
・経鼻チューブサイズの見直し
・褥瘡患者の栄養管理
・症例検討、実績報告、研修会開催 等

経管栄養プロトコール
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【医師】【歯科外科医師】【管理栄養士】
【看護師】【薬剤師】【言語聴覚士】



がん相談の研修を受けた医療ソーシャルワーカーや看護師等がさまざまな
不安や悩みについてお話しを伺い、「その人らしい生活や治療の選択」がで
きるようにお手伝いをします。

・がんに対する正しい情報を提供
・その人らしい生活や治療の提案
・今後の行動への方向性を策定

★『自分らしい生き方』を
できるよう意思決定

★ニーズに合った知識の習得
★未来への方向を決定

緩和ケアチーム
がん相談支援センター

患者さま

328

261
225

307

388 396

0

100

200

300

400

R1 R2 R3 R4 R5 R6

抗悪性腫瘍薬調製件数
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【消化器外科医師】【腫瘍内科医師】
【歯科口腔外科医師】【看護師】【薬剤師】
【管理栄養士】【理学療法士】【社会福祉士】

がん治療に関する
情報が知りたい

治療と仕事の
両立について
相談したい

がんになって
使える制度は
何があるのか

相談窓口での対面だけでなく
電話でも相談をお受けします

キャンサーボード
毎月２回開催



心不全チーム

患者様一人ひとりの状態に応じたプロ
グラムを多職種の専門医療職が関わっ
てリハビリプログラムを提案、実施。

運動負荷試験

データの見える化
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【循環器内科医師】【薬剤師】
【看護師】【臨床検査技師】【管理栄養士】
【理学療法士】【社会福祉士】



阿蘇中部地域在宅医療サポートセンターの活動

阿蘇医療センターは、阿蘇中部地域の在宅医療サポートセンターとして、熊本県の指定を受け、阿
蘇郡市医師会阿蘇在宅医療システム研究会と連携し、以下のような取組みを行っています

在宅医療に関する研修事業

32
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241

321
375
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サポートセンター研修会述べ参加者数

R6.2.22喀痰吸引等研修会

R6.3 地域での出前講座

今後とも、在宅医療サポートセンター活動へ
のご協力のほどよろしくお願いいたします

阿蘇市包括支援センターサロンリーダー会でのACPアンケート結果

77%

15%
6%2%0%

ACPはいつ行ったがよいか

健康な時

健康状態に不安が出たとき

治療困難な病気と診断

死が近づいているとき

他

21%

41%
12%
8%

16%2%

どのページから書く

介護の希望

医療の希望

葬儀とお墓

私のメッセージ

私の思い出・これから

他

ｎ＝61

10%

48%
30%

12%0%

家族の代理意思決定について

残念に思う

代理の家族だけでも決めておきた

い家族が意思決定するのは仕方ない

現状のままでいい

他

37%

53%

8%0%2%

地域の方々への紹介

ぜひ紹介してみたい

機会があれば

どちらともいえない

紹介しようとおもわない

他

ｎ＝61
ｎ＝61

ｎ＝61

急変時対応に関する取組み
入退院支援に関する取組み

在宅医療の充実に関する取組み
日常の療養支援に関する取組み

阿蘇中部地域版エンディングノート普及啓発への取組み

阿蘇郡市医師会 阿蘇在宅医療システム研究会

南部地域在宅医療

サポートセンター

阿蘇

立野病院

小国郷在宅医療
サポートセンター

小国郷あんしん
ネットワーク

（小国公立病院）

中部地域在宅医療

サポートセンター

阿蘇

医療センター
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院内デイケア

認知症マフとは・・・
筒状のニット製品で落ち着かない手や
気持ちを和らげる効果があります。

認知症ケアチーム

認知症のある入院
患者様が安心した
入院生活が送れる
ように・・・

地域の皆様の認
知症予防のため
に・・・

チームで取り組
んでいます！

認知症マフ活用
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【脳神経外科医師】【脳神経内科医師】
【薬剤師】【認知症看護認定看護師】【看護師】
【社会福祉士】【理学療法士】【作業療法士】



脳活カフェ

もの忘れ外来

出前講座

認知症予防・改善のための活動

もの忘れの原因が何か、
詳しい検査をして
認知症に進行しないために
これからの生活を一緒に
考えます

脳を活性化する運動や
お話を行っています。
誰でも参加できます！

認知症の専門家が地域へ直
接出向き、わかりやすく、
そして実践的な情報をお届
けします。
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【脳神経外科医師（認知症サポート医）】
【認知症看護認定看護師】【作業療法士】



感染防止対策室

院内感染対策研修会（年2回）
個人防護具、着脱演習

地域連携カンファレンス（年4回）
オンラインでのカンファレンス
保健所・医師会・連携施設との新興感
染症を想定した個人防護具着脱訓練

出前講座
高齢者施設への研修
宿泊施設での吐物処理演習

【感染管理認定看護師】

感染症発生時における事業
継続計画（BCP）策定

【第１章 総論】
１－１ 事業継続計画の作成・運用の目的
１－２ 基本方針
【第２章 対策本部】
１．設置
２．構成
３．構成員の招集
４．対策本部の機能
５．各部署における対応事項
６．緊急連絡網の作成
７．相談窓口の設置
８．報道機関への対応
９．対策本部の廃止
【第３章 優先業務の選定】
【第４章 新型コロナウイルス感染症対策関連情報】
【第５章 用語集】
【資料】
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年度別健康診断受診者数（人）
生活習慣病予防 事業所定期 人間ドック

特定健診 院外 その他

ストレスチェック

肺がんドック 喀痰細胞診、ヘリカルCT、胸部X線

乳がんドック マンモグラフィー、乳腺超音波検査

大腸がんドック 下部消化管内視鏡検査（全大腸）

甲状腺ドック 血液検査（TSH・FT4）、甲状腺超音波検査、触診

脳ドック 頭部MRI・MRA・ABI

専門ドック

健康診断・人間ドック

１．僅か6mlの採血で、男性6がん、女性9がんを部位別にA～Dで判定。
男性：大腸がん、胃がん、肺がん、前立腺がん、すい臓がん、肝臓がん
女性：大腸がん、胃がん、肺がん、乳がん、子宮頸がん、

子宮体がん、卵巣がん、すい臓がん、肝臓がん
２．早期がんにも対応
３．採血のみの簡便な検査で、事前準備も一般的な採血と変わりません。
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治療と仕事の両立が当たり前の社会に!

両立支援コーディネーター
【社会福祉士】

病気の治療と仕事の両立に関する実態調査(労働者健康安全機構2022調査)

両立支援コーディネーター研修を終了した職員が
患者・家族が治療と仕事の両立を図る上で、医療側、企業側
の３者間の仲介や調整、情報共有を支援します。

☆対象となる疾患☆

がん 悪性腫瘍 心疾患 糖尿病 脳梗塞 脳出血

くも膜下出血その他急性発症した脳血管疾患 若年性認知症

肝疾患（経過が慢性なもの） 指定難病受給者証をお持ちの方
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外来受付・診療の流れ

予約診療でかつ診療券をお持ちの場合は、自動再来機にて受付が可能です。
総合受付で診察券よびマイナンバーカードの読み込ませをお願いいたします。
なお、資格確認書・高齢受給者証・限度額適用認定証・他医療機関の紹介状などをお持ちの方は総合受付
にご提示をお願いいたします。

初 診

本院を初めて受診する場合

総合受付で初診受付

診療申込書記入

診察券・患者受付票（※１）
外来案内カード（※２）を発行

再 診
同じ診療科に受診２回目以降の場合、または
現在受診している診療科以外を受診する場合

事 前 予 約

総合受付で再診受付

患者受付票（※１）
外来案内カード（※２）を発行

外来受付・検査受付

診 察 ・ 検 査

診 察 終 了

総合受付で料金計算・支払い
〔自動精算機・クレジットカードの利用可〕

お薬のある方（処方箋）院外調剤薬局

帰 宅

（※１）患者受付票 （※２）外来案内カード

▲診察券

▲マイナンバーカード

▲マイナンバーカード
読み取り装置
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再診の場合

初診の場合

• 総合受付にお越しください。
• 受付をする際にマイナンバーカードを読み取らせてください。マイナン
バーカードをお持ちでない方は資格確認書の提示をお願いいたします。

• 初診申込書の記載をお願いします。



阿蘇医療センター受診予約

外来受付時間

交通アクセス

九州自動車道熊本ICから車で約1時間10分

あそ熊本空港から車で約50分

JR豊肥本線 阿蘇駅から徒歩10分

阿蘇市病院事業

阿蘇医療センター

tel: 0967-34-0311（代） fax:0967-34-2273

午 前 午 後

8:30～11:00 14:00～17:00
0967-34-0319

（予約センター）
※診療は前日までの予約制です（緊急時と小児科を除く）

予約受付

阿蘇医療センター 波野診療所

午 前 午 後

受付 8:30～11:30

診療 9:00～12:00

ご希望の診療科を
診療体制にてご確認ください

14:00～17:00

※土日祝は休診となります
※小児外来受付は18:00まで

午 前 午 後

8:30～11:30受付

診療 9:00～12:00

13:00～15:30
月曜 （内科・外科）

13:00～14:30
月曜 （歯科）

13:00～14:30
火曜・金曜 （内科）

13:00～16:00
月曜 （内科・外科）

13:00～15:00
月曜 （歯科）

13:00～15:00
火曜・金曜 （内科）

〒869-2225 熊本県阿蘇市黒川1266

お問い合わせ

http://aso-mc.jp/
e-mail: info@aso-mc.jp

▲ホームページ

▲診療体制

http://aso-mc.jp/user/outpatient/schedule/

（※土曜日曜・祝日・年末年始を除く）


